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　この数年，人間活動の巨大化にともなう自然環境の変

化の兆しが顕在化しは’じめて来ている．これは，多くの

科学者により指摘されて来たことであり，さらにこの

1，2年，政治の問題としても取りあげられるようにな

った．

　これに関連する分野は広く，単に自然科学だけの間題

ではなく，特にそれへの対策となると，社会科学も重要

になってくる．したがって，環境科学としても，学際的

な，広い視野が必要になってくる，今回出版され始めた

環境科学は，これに答えるものであり，1，皿，皿の3

つの系に別れている．

　そのうちの1は自然環境系であり，その内容はつぎの

ようである．

　1．序説（河村武），2．大気環境（河村武），3．1．地

形と地質（新藤静夫），3．2．水文（田瀬則雄），4．土壌

環境，5．海洋環境（高野健三），6．1．化学物質の種類

と特性，6．2．環境中における農薬の動態（石塚皓造），

7．環境と人間の生体反応（藤原喜久夫），8。1．生態系

の構造と機能（岩城英夫），8．2．生物の相互作用と動態

（藤井宏一），9・水域生態系（高橋正雄）

　これを見れぽわかるように，狭い意味での環境だけで

はなく，生態学的視野もいれた，広い範囲の問題を，そ

れぞれの専門家が書いている．専門家はとかく奥行きは

深いが視野が狭い．そのため，他の分野のものにはわか

りづらいが，本書はこの点，多少教科書的でといえる

が，それだけわかりやすい．広い視野が重要になって来

た時代，この種の著書は重要であり，さらに皿の人間社

会系，皿の測定と評価の出版も期待するものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋浩一郎）
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